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膛观誫豳辭苌荽荘荞腛荶莉莓苆芵苄腁赳

辭苌觮镻铻轪苰趦芷腵邍貇譶裦觮镻豜

遺腶苆靁譧芵苄腁观誫赻賴苰邍貇鉉芩

苂譶裦鉉苉辄轩芷苩苠苌苅芷腂  

 

 

 

膛辶覈观誫腁趩遒观誫腁裵鉋观誫腁趑讹

蹺观腁酮誅观誫闢部詹苑观誫铛道覈銮

苰郎軛苆芵腁酮藦跐裯苌趝邱鉉鎭鉗苰

闚起芵苜芷腂  

 

 

 

膛钽辬艐艓鍎鉸芩苧钽辬艑艒鍎鉸苜苅

苌艐艏鍎觔苆芵腁鑋陶苉螞芶苄譶裦苌

让醼芵苰豳苁苄芢芫苜芷腂  

 

 

 

膛赳閯荁莓荐腛荧苆诶铥藏藵苠觜苞赳

閯腅趖諆跒苉苦苩腵鏑赒赳观誫觮镻譶

裦賴釨赳閯貧面裯腶苅苌讟銢腁釱设苰

苠苆苉腁醡鋠讟銢苰豳芢苆苨苜苆苟苜

芵芽腂  

なぜ環境基本計画が必要なのか 

計画の位置付け 

計画の対象範囲 

計画の期間 

計画の策定体制 

環境基本計画策定の背景と目的 

環境基本計画の位置付け 

 

 

飯山市第３次総合計画  

 

飯山市第４次総合計画  

 

 

個 個  

別 別  

計 計  

画 画  

・ ・  

施 施  

策 策  

飯山市環境基本計画 
 

 

 

連携  

行 政 市 民 

事業者 

市民 

事業者 

環境に配慮 

した生活 

環境に配慮した

事業活動 環境に配慮した施策展開 

行 政 
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趄芽芿鏑赒赳閯苍腁花苌苜芿苰 
 

芨芢芵芢辅苢芫苪芢苈諳詃苉閞芿腁  

“健康で安心して住み続けられるまち”苉芵苄芢芫苜芷腂  
 

邽陬苈辶芫钨芽芿苆誤辶芵腁  

“ふるさとの自然が守り育てられていくまち”苉芵苄芢芫苜芷腂 
 

雰赪苌路芫苆迃芩苈芽芽芸苜芢苰郥还苉芵腁鏼芵芢赒裍苉藍苜苪芽腁  

“四季の変化にとけ込んだ森のまち”苉芵苄芢芫苜芷腂  
 

迡苌隘腅覈陰苈苇趩遒苰覈芩芵腁赳閯藪转苐苆苨芪趑讹苰郥还苉芷苩腁  

“循環型の暮らしを実践するまち”苉芵苄芢芫苜芷腂  
 

趩遒苆陖苑腁趩遒芩苧襷苑腁轧諟苈观誫苢酮誅观誫闢部苰藓趯芵苄腁  

“市民が主体的に活動していくまち”苉芵苄芢芫苜芷腂  
 

 

『雪の有効活用をすすめるとともに、ライフスタイルを見直し、

資源を大切にする循環型社会をつくっていきます。』 

 

『歴史・文化・景観の保全・活用と、自然と人とのふれあいの場

づくりをすすめ、まちの個性をみがいていきます。』 

 

『森林・農地・河川が持つ多面的機能の保全と活用やまちの緑化

をすすめ、人も含めた生態系の維持・創出を図っていきます。』 

 

『水や空気を大切にし、健康で安全な環境と暮らしを確保してい

きます。』 

飯山市の望ましい環境像と計画 

の目指すもの  

『
環
境
情
報
の
収
集
・
発
信
、
環
境
学
習
・
環

境
教
育
・
環
境
行
動
の
機
会
の
提
供
と
、
人
材

育
成
や
連
携
・
支
援
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。
』 

觮镻  闚鑗 2 

觮镻  闚鑗 3 

觮镻  闚鑗 4 

觮镻  闚鑗 5 觮镻  闚鑗 1 
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望ましい環境像をどのように 

実現していくのか  

水質汚濁を防ぎ、水環境の整ったきれいな河川や湖沼にしていきま

す。 
◆環境施策◆  
●生活排水の適正処理を推進します。●良好な水辺環境の形成に取組みます。 

●きれいな河川や湖沼を守ります。 ●水質の監視体制等を充実します。 

個別目標  

1-1 

地下水や飲用水源の汚染を防ぎ、安全でおいしい水を確保していき

ます。 
◆環境施策◆  
●安全で良質な飲用水の確保に取組みます。 

●水の有効利用を推進します。 ●水資源の保全対策に取組みます。 

個別目標  

1-2 

大気汚染や悪臭の発生源対策をすすめ、きれいな空気にしていきま

す。 
◆環境施策◆  
●公害の防止に対する指導、啓発を推進します。●地球温暖化の防止対策を推進します。 

●公害の発生を未然に防止します。      ●測定･監視、相談体制を整備充実します。 

個別目標  

1-3 

公害や災害の発生を防ぎ、安心して暮らせる環境にしていきます。 
 

◆環境施策◆  
●災害の発生防止対策を推進します。  ●事業活動における環境への配慮に取組みます。 

●日常生活における環境への配慮に取組みます。 

個別目標  

1-4 

有害化学物質や酸性雨、酸性雪対策をすすめ、安全な環境にしていき

ます。  

◆環境施策◆  
●有害物質等の発生状況等を把握します。 

●排出抑制対策を推進します。●安全な環境に関する的確な情報提供を推進します。 

個別目標  

1-5 

●千曲川の BOD 値を 2.0mg/L 以下、中小河川の BOD 値を 3.0mg/L 以下にします。 

●生活排水適正処理率を 80％以上にします。 

●水道資源保全地区の指定を 2 か所以上行います。 

●水質汚濁事故や公害苦情件数ゼロを目指します。 

主な環境指標 

“健康で安心して暮らし続けられるまち” 
 

『水や空気を大切にし、健康で安全な環境と暮らしを確保していきます。』 

觮镻  闚鑗 1 

水環境の保全  

水循環機能の確保 

公害の防止 

安心して暮らせる環境の確保 

安全な環境の確保 
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“ふるさとの自然が守り育てられていくまち” 
 

『森林・農地・河川が持つ機能の保全と活用やまちの緑化をすすめ、人も

含めた生態系の維持・創出を図っていきます。』 

觮镻  闚鑗 2 

森林･農地･河川が持つ多面的機能を大切にし、色々な工夫と人との

かかわりで保全・活用を図っていきます。 
 

◆環境施策◆  
●多面的機能の維持・活用を推進します。  

●中山間地域等の保全と農地の維持管理を促進します。  

●森林地域の整備を推進します。  

●体系的な施策による保全を図ります。  

個別目標  

2-1 

在来の生き物たちの生育環境としての生態系を守り、回復し、創出

していきます。 
 

◆環境施策◆  
●生態系を守り、野生動植物の保護に取組みます。  

●生物の生息・生育地の保全と創出に取組みます。  

●自然環境の調査、研究等を推進します。  

個別目標  

2-2 

緑化をすすめ、自然とのふれあいや生態系のつながりを創出してい

きます。 
 

◆環境施策◆  
●自然とのふれあいの場づくりを推進します。  

●自然との共存意識の向上に取組みます。  

個別目標  

2-3 

開発による自然環境への影響を考慮し、適切な保全対策をすすめて

いきます。 
 

◆環境施策◆  
●規制的制度による自然環境保全対策を推進します。  

●環境への影響に関する評価手法を導入します。  

個別目標  

2-4 

●市民の「自然の豊かさに対する満足度」（意識調査）を 75％以上に引き上げます。 

●ビオトープづくりを 10 か所以上で行っていきます。 

●記念の森植樹本数を 2,000 本以上とします。 

●親水型護岸整備か所数を 20 か所以上とします。  

主な環境指標 

森林・農地・河川の多面的機能の活用 

生物の多様性の確保 

人と自然とのふれあいの創出 

自然環境保全制度の充実 
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“四季の変化にとけ込んだ森のまち” 
 

『歴史・文化・景観の保全・活用と、自然と人とのふれあいの場づくりを

すすめ、まちの個性をみがいていきます。』 

觮镻  闚鑗 3 

歴史的・文化的な環境の保全・活用をすすめ、まちの個性をみがいて

きます。  
 

◆環境施策◆  

●歴史・文化の保全と活用を推進します。  

●個性ある“まち”の創出に取組みます。  

個別目標  

3-1 

美しい山河や四季の変化などの景観的特徴を守り、活かしていきま

す。 
 

◆環境施策◆  
●良好な景観形成へ誘導します。  

●景観形成に対する意識の啓発を推進します。  

個別目標  

3-2 

自然とふれあい、人とふれあう公園や散歩みちづくりなどを市民の参

加ですすめていきます。 
 

◆環境施策◆  
●公園緑地の整備と創出を推進します。  

●ふれあいのある散歩道の整備と創出を推進します。  

個別目標  

3-3 

歴史の趣きと静かなたたずまいを活かして、自然と人とのふれあいの

あるまちづくりをすすめていきます。 
 

 

◆環境施策◆  
●地域の特性を活かしたまちづくりに取組みます。  

●人にやさしいまちづくりに取組みます。  

●環境に配慮した土地利用を推進します。  

個別目標  

3-4 

●指定文化財件数を 100 件以上とします。 

●景観形成住民協定締結数を 10 か所以上とします。 

●市民の「風景の美しさに対する満足度」（意識調査）を 75％以上に引き上げます。 

●市民一人当たり都市公園面積を 11 ㎡以上とします。 

主な環境指標 

歴史的・文化的環境の保全 

良好な景観の形成 

ふれあいと特性を活かしたまちづくりの推進 

豊かな緑の保全と創出 



 ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“循環型の暮らしを実践するまち” 
 

『雪の有効活用をすすめるとともに、ライフスタイルを見直し、資源を大

切にする循環型社会をつくっていきます。』 

觮镻  闚鑗 4 

雪害対策を強化するとともに、親雪・利雪の工夫を行い、雪を味方

にした暮らし方をすすめていきます。 
◆環境施策◆  
●雪に強いまちづくりを推進します。●雪エネルギーの研究や活用に取組みます。 

●雪を味方にした暮らしを工夫し、推進します。  

個別目標  

4-1 

省エネルギーに配慮した暮らしや、自然エネルギー、未利用エネル

ギーの活用をすすめていきます。 
◆環境施策◆  
●省資源・省エネルギーに対する意識の啓発を推進します。  

●新エネルギーの研究と活用に取組みます。  

個別目標  

4-2 

環境美化活動をすすめ、環境モラルの向上と環境への監視を強めて

いきます。 
◆環境施策◆  
●環境美化活動を促進します。  ●環境保全意識の啓発と指導を推進します。  

●不法投棄防止対策を推進します。●地球環境にやさしい活動に取組みます。  

個別目標  

4-3 

ごみを出さない生活スタイル、ごみをつくらない生産スタイルに変

えていきます。 
◆環境施策◆  
●ごみの排出抑制を推進します。●ごみに関する情報の提供等を推進します。  

●ごみ問題に関する教育、啓発活動を推進します。  

個別目標  

4-4 

不用品の再使用（リユース）や再生利用（リサイクル）をすすめて

いきます。 
◆環境施策◆  
●ごみの減量化のための取組みを推進します。  

●資源物の回収と再生利用を推進します。  

●ごみ処理施設の計画的な整備を推進します。  

●ごみの適正処理に関する指導・啓発を推進します。  

個別目標  

4-5 

●雪エネルギー活用施設を 10 か所以上とします。 

●流雪溝整備路線延長を 10 ㎞以上とします。 

●ごみ処理量を処理予測量に対し 20％削減し、ごみのリサイクル率を 34％とします。 

●不法投棄ゼロを目指します。 

●環境家計簿の取組みを全世帯の 30％以上に普及させます。 

主な環境指標 

雪害対策と雪の活用 

資源・エネルギーの有効活用 

環境保全活動の促進 

循環型社会を意識したライフスタイルの形成 

リサイクルの推進と適正処理 
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“市民が主体的に活動していくまち” 
 

『環境情報の収集・発信、環境学習・環境教育・環境行動の機会の提供と、

人材育成や連携・支援のための仕組みづくりをすすめていきます。』 

觮镻  闚鑗 5 

環境情報の収集・発信や催しの開催など、子どもから大人まで、様々

な環境学習のできる機会や場を設けていきます。 
 

◆環境施策◆  
●環境教育・環境学習を推進します。●環境情報の収集と発信に取組みます。  

個別目標  

5-1 

子どもたちや親子での自然遊び、自然学習を促進する場と仕組みを

つくっていきます。 
 

◆環境施策◆  
●自然学習の場の充実と創出に取組みます。●学習体制を整備します。  

個別目標  

5-2 

環境教育や環境行動を積極的にすすめるために、必要な人材育成や

支援のための仕組みをつくっていきます。 
 
◆環境施策◆  
●人材の育成を推進します。●環境行動への取組みに対する支援を推進します。 

個別目標  

5-3 

環境行動が持続的に行われていくために必要な連携・評価のための

仕組みをつくっていきます。 
 

◆環境施策◆  
●連携のとれた体制づくりに取組みます。●環境評価の実施に取組みます。  

個別目標  

5-4 

環境を考える市民会議を設立し、環境問題に関する学習や調査・評

価を行い、環境への関心と行動を高めていきます。 
 

◆環境施策◆  
●環境を考える市民会議を設立します。  

●市民会議と連携する体制づくりに取組みます。  

個別目標  

5-5 

●市民の「環境学習等への参加状況」（意識調査）を 40％以上とします。 

●市民環境モニター制度を創設し、20 人以上のモニターを委嘱します。 

●こどもエコクラブ登録団体を 8 クラブ以上とします。 

●自然観察インストラクター登録者数を 20 人以上とします。 

主な環境指標 

環境教育・環境学習の推進と環境情報の収集・発信 

自然学習の推進 

人材育成・支援のための仕組みづくり 

持続的な環境行動の促進 

環境を考える市民会議の設立 
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計画する 

環境を考える市民会議 

環境保全調整会議 

年次計画書 

事業者 

市民 

行政 

行動する 

事業者 

市民 

行政 

チェックする 

環境チェック 

シート 

まとめる 

事業者 

意見 
意見 

公開する 

市民 

地区での活動 

ｸﾞﾙｰﾌﾟでの活動 

学校での活動 

地区での活動 

学校での活動 

ｸﾞﾙｰﾌでﾟの活動 

事業者の活動 

事業者の活動 

 

運営委員会 

（代表者会議） 

地区での 

活動 

ｸﾞﾙｰﾌﾟでの 

活動 

学校での 

活動 

事業者の 

活動 

環境を考える 

市民会議事務局 
庁内環境行動 

推進事務局 

環境を考える市民会議 

環境保全調整会議 

関連各課による 

環境行動推進 

市 長 

＜市民・事業者 
の環境行動体制＞

＜市の 

 環境行動体制＞ 

環 境 審 議 会  

諮 問 

審議・提言 提言 

提言 

環境施策をどのように 

推進していくのか 

進行管理のしくみ 

推進の体制 
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●身近な里地里山や水辺を、ふるさとの森、ふるさとの川として大切にしていく｢守る会｣
を各地区に設立したり、維持・管理に関する情報交換の場を設けていきます。 
●休耕田の保全・活用の方法を“お伝馬”のように地区全体で考え、支えながら荒廃させ
ないよう工夫します。 
●ブラックバス等の外来種を河川や湖沼に放したり、戻さない、オオブタクサ、アレチウ
リ等の除去を行うなど、地域の生態系を大切にします。 
●休耕田や水路を活用したビオトープづくりに地域でも取組みます。 
●敷地内の緑化に努めたり、土の面を残すなど、自宅から自然の回復に努めます。 
●ごみの持ち帰り、野生動植物の乱獲防止など自然環境を守るマナーの徹底に努めます。 
●街路樹の落ち葉や公園の清掃など、緑を育み、自然との共存を実感できる地域活動を行
います。 
●事業による開発に当たっては、周辺自然環境への影響を最小限にするため、複数案によ
る比較検討を行います。 

●公共下水道や農業集落排水施設の供用開始区域内では、速やかにつなぎ込みを行います。 
●洗剤、シャンプーなどの適量使用を心がけます。 
●身近な水辺に親しみ、河川、湖沼等の維持管理に積極的に取組みます。 
●風呂の残り湯、雨水の利用など水の使い方の工夫により、水の使用量を節約します。 
●身近な水環境の状況について日頃から関心を持ち、その重要性についての認識を深めて
いきます。 
●灯油や重油の取扱いに留意し、漏えい事故が起きないよう管理を徹底します。 
●自動車の使用に際しては、アイドリング・ストップ等エコドライブを実践します。 
●水質や酸性雨などの簡易調査を行ったり、測定結果の情報を得ることにより、公害問題
に関心を深めていきます。 
●事業所自ら定期的な排水、騒音、ばい煙等の測定を行い、積極的に公表するとともに、
適正管理により公害の未然防止に努めます。 
●家庭でのごみの焼却を止め、分別回収やリサイクルを行います。 
●地区や隣組で、地域の環境に関する話し合いの場を設け、住みよいまちづくりのルール
づくりを行います。 
●開発事業を行う際には、災害を誘引することのないよう事前調査を十分に行い、地域の
地形・地質の特性に配慮するなど、自然災害発生の防止に努めます。 
●有害化学物質、酸性雨、農薬等の危険性、発生の仕組みなどについて情報を入手し、理
解していきます。 
●製品の製造の企画段階から、生産、消費、廃棄などにおける有害化学物質の発生を予測
し、対策を進めます。 
●農地における農薬や化学肥料の使用を抑制し、環境保全型の農業を進めます。 

市民･地域･事業者の主な取組みは 
 

 

『水や空気を大切にし、健康で安全な環境と暮らしを確保していきます。』 

 

『森林・農地・河川が持つ多面的機能の保全と活用やまちの緑化をすすめ、人も含めた生態

系の維持・創出を図っていきます。』 

觮镻  闚鑗 2

觮镻  闚鑗 1
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●環境教育や環境学習に関わる催しへ積極的に参加し、環境への関心や理解を深めます。 
●地域の宝物をマップにするなど、子供達がふるさとの良さを知ることができる教材づく
りに取組みます。 
●家族、知人、グループでの身近な自然体験や地域での自然学習会の開催に取組みます。 
●専門的な環境問題については、環境カウンセラー、自然観察インストラクター等の専門
家や地域を良く知る人に相談できるような取組みを行います。 
●企業における環境教育を進めるとともに、ボランティア休暇の設定等により環境保全活
動への参加に取組みます。 
●環境教育を受けた子供達が、大人達を引張っていけるような仕組みづくりを進めます。 
●あらゆる環境問題に対し関心を持ち、自らの問題として考え、行動し、参加し、恵み豊
かな郷土の環境を守り、育てていきます。 

●きのこ栽培の冷房や食品貯蔵への雪利用の実用化に向けて、積極的に取り組みます。 
●環境家計簿等の活用により、自分の生活がどのくらい環境に影響を与えているかを理解
し、環境への負荷の低減に努めます。 
●自然の風通しを活かした住み方、生活の中に自然を取り込んだ家づくりなど、自然エネ
ルギーを活かした暮らし方を進めます。 
●地域の環境美化活動への参加、ごみの持ち帰り、集団回収への協力など、身近な環境保
全活動から取組んでいきます。 
●地球環境問題の現状や原因、日常生活との関わりなどについて関心を持ち、地球環境負
荷の低減のために何ができるかを考え、取り組みます。 
●企業自らの美化活動を進めるとともに、地域の取り組みに積極的に参加できるようにし
ていきます。 
●ものを大切にしていた時代の取組みに学び、忙しさや便利さばかりを優先させているラ
イフスタイルの見直しを行います。 
●買物袋の持参、使い捨て商品や過剰包装商品の買い控えなどにより、ごみをつくらない
よう努めます。 
●買物袋持参者への優遇措置や｢マイバック持参の日｣を設けるなど、事業所からも包装ご
みの減量化に取組みます。 
●一人１日 50ｇのごみの減量に向けて取組みます。 
●資源物は決められた分別方法に従って市の回収に出す、集団回収に協力する、不用品交
換会に参加する等、行政や地域団体などが行うリサイクルに積極的に協力します。 
●事業所における廃棄物の管理体制と管理規定を整備し、廃棄物の計画的かつ適正な処理
を行います。 

●地域の祭り、伝統芸能等に参加するとともに、次の世代への継承に努めます。 
●伝統的、文化的意義を有する古木、名木、大木、鎮守の森などを地域で保全し、まちの
個性として活用します。 
●建造物や広告物に対する景観だけでなく、まち並みや山間地、河川などの風景も含めた
景観に対する意識を高めます。 
●家屋の新築・改築の際には、周辺の景観との調和に努めます。 
●フラワーロードの植栽や管理に積極的に参加します。 
●地域の公園を地域住民で管理していけるような仕組みづくりを行います。 
●住民参加を積極的にすすめ、歴史に育まれた地域の特性や自然を活かしたまちづくりを
行います。 

 

『歴史・文化・景観の保全・活用と、自然と人とのふれあいの場づくりをすすめ、まちの

個性をみがいていきます。』 

 

『雪の有効活用をすすめるとともに、ライフスタイルを見直し、資源を大切にする循環型

社会をつくっていきます。』 

 

『環境情報の収集・発信、環境学習・環境教育・環境行動の機会の提供と、人材育成や連

携・支援のための仕組みづくりをすすめていきます。』 

觮镻  闚鑗 3 

觮镻  闚鑗 4 

觮镻  闚鑗 5 
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